
 

1 前日まで 

・感染症対策責任者を中心に、感染症対策と健康管理を行う。 

・２週間前から JBA の「健康チェックシート」を記入し保護者欄に記入する。 

（準決勝に残ったチームは、準決勝までの１週間分を新たに「健康チェックシート」に記入する。） 

・体調がすぐれない場合や熱がある場合には、自主的に参加を見合わせる。 

（健康チェックシートで気になる状況がある場合も含む） 

・各チームで出場選手のメンバー表を準備する。 

・試合の前後に、ベンチ等の消毒ができるように準備する。 

 

2 当日について 

1)受付について 

・各チーム指定の人員のみの入場とし、スタッフ・来賓のほかの一般客は入場させない。（スタ

ッフ５名まで、選手１５名まで、応援者は選手の人数と同数までとし、ベンチメンバー以外の

選手もその数に含めるＲ３．６．７現在） 

・各チーム試合開始１時間前に合わせて来場する。 

・会場に入る際には、必ずマスクを着用する。 

・各チームの感染症対策責任者は、選手・スタッフ・応援者の「健康チェックシート」の記入漏

れがないか確認し、まとめて提出する。（１日目の勝者には「健康チェックシート」を返し２

日目を記入して再度提出する。２日目のみの参加の場合には、当日まで２週間前からの「健康

チェックシート」を提出する） 

・受付では、手指消毒→健康チェックシートの提出、配布物の受理→再入場確認スタンプ（再入

場チケット）の順に進む。 

・一度会場を出て再入場する場合には、受付でスタンプ（再入場チケット）の確認を受けてから

入場する。 

2)待機場所及び応援場所、控室 

・受付後、各チームは指定の控室に移動し、できるだけ間隔を空けて座る。 

・控室の座席等を使う前と使った後に各チームで消毒を行う。 

・応援者は必ず応援席に座り、マスクをつけ大きな声を出さずに、拍手などでの応援をする。 

・審判員やコミッショナーの控室でも必ずマスクをつけ、ソーシャルディスタンスの確保や手指

消毒、衛生エチケットの遵守に努める。 

・控室や校庭、駐車場などでの練習は行わない。 

 



3)試合について 

・試合前にメンバー表をオフィシャルと相手チームに渡す 

・ハーフタイムの練習を行わず、試合間を２０分確保し（試合間に練習する）。 

・試合前、試合後に相手チームや審判との握手はしない。 

・両チームベンチへの挨拶は代表のみで実施する。 

・試合前の円陣は行うことができる。 

・倒れた選手がある場合には、大人に知らせる。 

・ハイタッチ、抱擁などをしない。 

・ボトルやタオルなどを共有しない。 

・出場選手以外はベンチでもマスクを着用し、会話を控え大きな声を出さずに拍手などでの応援

をする。 

・コート上でチームメイトや審判と会話をする場合もお互いの距離について配慮する。 

・出場した選手は、クオーター終了ごとに手指消毒を行う。 

・試合間やハーフタイムなどで可能な限り換気を行う。 

・ＳＴは勝ち残ったチームにお願いする。第１試合については、次の試合の若い番号のチームに

お願いする。 

・審判員は、ホイッスルカバーをできるかぎりつける。（レフェリーマスクもあれば着用する） 

4)試合終了後について 

・試合終了後にベンチを出る時にはチームで消毒を行い、オフィシャル席は係で消毒作業をする。 

・１日目の試合が終わったチームは他のチームとの接触をできるだけ避け、速やかに退場する。 

・次の試合のチームは、消毒作業等の終了後に係の指示に従ってベンチに移動する。 

・会場を後にするときには、各チーム各自で手指の消毒等を行う。 

 

3 大会後について 

・大会後に発症者等の情報があった場合には、八戸市バスケットボール協会Ｕ１２部会事務局へ

連絡をする。 

 

4 大会実施の可否について 

◎大会の４日前の状況で実施の可否について大会本部で一時協議するが、その後の状況により急遽

中止しなければならない場合は、各チームへ緊急の連絡をする。 

◎中止の判断について 

・八戸市及び青森県内で感染拡大が懸念される場合は中止とする。 

・体育館の使用ができないなど、不可抗力により参加や開催ができない場合。 

・新型コロナ感染症に関わる辞退により１０％以上のチームが参加できない場合。 

 

5 その他 

・大会における選手の映像や画像を、ＳＮＳ等のインターネット上にアップロードすることを控

える。 


